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1.はじめに

20万分の1地質図幅「西郷Jは.地質関査総合センター(旧地質関査所}が絹集する20

万分の1地質図幅の1つである.20万分の1地質図幅それぞれの区画は国土地理院発行の

20万分の1地勢図に対応させるのが原則であるが.20万分の1地勢図 I西郷』では図画の

中で最も広い瞳域である隠岐諸島がその隅に置かれており.周辺海域の地賓との関係が

読み取れないので， 20万分の1地質園幅『西郷Jでは図面の大きさを変えずに隠岐鰭島を

その中心となるようにした.ただい竹島については，国土地理院発行の20万分の1地勢

図『西郷」に従ってそのまま20万分の1埴貧困幅『西郷』に組み込んだ.

20万分の1地質図幅『酉郷」地域ば.島根半島沖合の日本海南西慨に位置し.島摂半島

沖の大陸相と，そこから北北西へと延びる隠岐海脚がその大概分を占める〈第1図上隠

岐海峡を挟んで，島根半島の北方40-70km沖合.隠岐海閥の基部付近に随岐陪島があ

り，芭らに.隠岐筒島の北西約150回.隠岐海脚から北西方の対馬海盆に至る斜面上に

竹島がある.

隠岐諸島の地質は.山上(1896)をはじめとして.数多くの人々によって研究されてお

り.1980年代以降は，それまでの研究成果に基づいて，島担県地質図(20万分の1)(島権

県地質園組集委員会， 1鈎2)及び新価島極県地質図(20万分の1)(島極県地質図餌集委員

会，1"観的の一部として恒集され公刊苫れている.島根県地質図(20万分の1)(島根県地

質図編集喬員会， 1制ゅでは， 1978年に地質問査所が行った調査結呆をまとめた溝洋地貧

困 No.20r間岐海峡海底旭質図四万分の1)J(玉木同'.1臨}も幅集に取り入れられて

いる.2000年以降は，隠岐舗島の地質調査結果をまとめた 5万分のl地質図幅「浦郷;J(千

葉ほか， 2000)と5万分の1地質図幅可珊:J(山内ほか.京別)が地質調査縫合センターか

ら出版されたほか，海上保安庁が隠岐筒島周辺を含む島根県沖合の広い海域で菅波探費.

溝上重力探査などを実施し.その成果として「島根神梅祥測量資料J(平成16年)をまと

めている(海上保安庁海洋情報廊， 20(4).本地質図幅は.これまでの研究成果にこれら

筑間年以降の資軒を加えて編集したなお，竹島については，周辺海域の調査資料はある

ものの.政治的な理由で現在も直接上陸して調査するととができないため.大韓民国の

研究者による最近の論文に基づいて語集した.

恒集1::当たっては溝上保安庁梅洋情報部から島根神構洋測量資料の提供を受けた.隠

岐諸島のうち，島前の地質に闘する知商置は千葉とき子〔国立科学博物館)，金子信行(地

圃資源環境研究部門〉との共同研究で得られた.島後の地質については.山内情喜(島根

大学).薄田順弘(島根大学)ほか多数の方々から，民化石群集については小笠原憲四郎

(筑波大学)からご教示いただいた海底地質図作成に当たっては村上文敏(地質情報研

究部門)と棚橋学(地図資源環境研究部門)のお三方に音波探査記録とその測線図を墜

えていただいた.また，岸本清行(地質情報研究部門)に隠岐諸島周辺海城海底地形図

(第1図〕を盤えていただいた.ここに記して謝意を表する，

(鹿野和彦'!a浅真人・腕樽E夫}

2.地形
20万分の1地質図幅『西郷」地域の大部分を占める隠岐海脚は，西南日本の大陸棚延長

上にあって，その西側には対馬海盆が.東側には大和海盆がある.また，隠岐海聞の基部

付近にある隠岐鯖島の東北東延長上には隠岐海慣があって.北側の大和海盆と南側の隠

肢舟状海盆とを分けている(第1図).

隠陵諸島陪4つの主な島と周辺の小島や岩礁からなる.国岐諸島のうち，北東に位置す
~~ ~・ "t ・'l/> Gt... 10 

る最大の島を島後といい.島後から約111m!握れてその南西に集まる西ノ島，中ノ島，知
美旬耳 目ぜん

里島の3つの島をまとめて島前という.国土地理院発行の5万分の1地形図『補郷I地域

は島前に， 5万分の1地形図『西郷』地域は島後に一致する.

島前と島後は.ともに島根半島から日本構に張り出した大陸棚の上にあって，水深100

mの等書担保が島前.島後から島根半島までを取り囲んでいる.水深50mの等深線は島前

と島後の現在の海岸線にほぼ平行し.小島や岩磁のすべてを取り囲んでおり，島前と島

後の周辺には，氷期に陸地であったことを示す谷の地形が長大水深60-70mに至るまで

残っている.
~< t，t.1'. 

島前は.開析の進んだ外翰山と燐火山(標高451.7皿}を頂点とする中央火口丘とから

なるカルデラである.外輪山の標高は島によって異なるが，西ノ島では昔話苫〔標高..!. e;14， 
434.6皿λ知夫星島ではアカハゲ山{標高324.5m).中ノ島では家督山(標高246.2m)が
最も高~'.カルデラ床に当たる部分は海中に設し.広さ約50 Jan2，最大水深55mの内海

となっており，中ノ島と知夫星島の聞の大日，西ノ島と中ノ島の聞の中井口.西ノ島と知

夫里島の聞の赫の瀬戸，西ノ島の齢1酬の4ヶ所で怖に闘いている.畑山外側斜
面の傾斜が変わる水深田 mまでを島前の火山体と考えれば，その規模は東西24km，南

北18kmに遣する.カルデラは置径約10kmの四角形，カルデラ壁の高さは 200-現泊m

である.

島前では河川の発達は顕著ではない.島前の3つの島及び小島の海岸はほとんどが岩
袖，"

石の震出する海食睡で，砂浜は西ノ島中央部の船越の外滑に面した潟岸〈外訴)に見られ

るにすぎない.西ノ島の外海側と知夫星島の内海側及び西岸では断崖が続〈 場所によ
<ヨ'" 竃 ...量・a、.

つては高芭200m以上もの絶壁となって海に画しており，隠岐固賀海岸と庖岐知夫赤壁

が国の名酪・天然記念物に指定されている

島後は，その中に.中新世以降の火山岩からなる根高司加~民淘皿の山々が点在し.そ
a・ず

れらがなす山稜の聞を継って，八尾川1，重栖)11.中村川などの洞川が西郷湾などの湾また

は入りn:に涜入している.島後の東半分には片麻岩などからなるド]ムが広がり，その

ヲヴs・.'"
上1::後期中新世の流紋岩が15尾山(標高弱7.5皿〕在中心とした高まりをなす.また，島後

の西半分では，とれを取り囲むように，ほぽ同時期に噴出した粗面岩~擁紋岩が梅岸に

沿ってStA出{根高572.8m)在最高点とする弧状の種線をなして分布している.松本
(1鈎4.)はこのことに着目して，島前と同様;:，れらの火山活動によって生じたカルデラ

の存在を唱えているが，カルデラを特徴づける地形の存在を明確に認めることは難しい.
.畠

島前と同様.島後の海岸は海食屋が続き，その周辺1::は岩砲が点在する.島後北端の白

恥を中心とした隠岐白島海岸と.東部の崎山岬と紅ヶ浦などが鏡〈随肺施海岸は

固の名目静・天然記念物に指定されている.

竹島陰，隠岐滞胸から対馬海盆へと至る水深1，柵-2，棚血の斜面上にある径50km

前後の高まりの頂点に位置し，西島(標高168m)，東島(標高97皿jのほかいくつかの小

島と岩確かちなる.竹島の東側にも同一梅山上に岡規模の高まりである動嘗地があり，

水深1，150皿の鞍部を挟んで.その東方.隠岐海脚の高まりに至る斜面上にも径20-30

M 梅山.縦堆がある.ただし，糊(澗)は，とれを総磁と呼んでいる.俊献と

その東側の隠岐梅聞との聞には水標7ωmの鞍官官があるが，竹島が位置する海山と俊鹿

堆の頂慨はおおむね平坦で，その水深は大陸棚の延長郁である隠岐海脚とほぼ同じ170

-190mである(岩凋.1鋪畠).

(鹿野和彦・揚浅真人)

高官

第1図隠岐諸島周辺海域の地形
等深線は500mまでは1∞m間隔，それ以深では筑)()m間隔.

(岸本清行作成， JTOP030を用いた)

3.地質概観

島前と島後は，ともに島根半島から日本海に張。出した大陸棚の上にあO.後期中新
世以降~噴出した火山岩によってその大部分が構成芭れている.島前では.それら火山

岩の下位1と主1::堆積岩からなる前期~中期中新世の地周があって.わずかながら態状に

のぞいている.また，島後では三畳紀~ジュラ紀の片麻岩が瞬新世~始新世の花岡岩に

貫かれ，前期~中期中新世の地層に固まれてFーム状に露出する.
島前と島後に量出する前期~中期中新世の地厨 (N，.vは，南方の隠岐海峡にも鍾出し

ており，島根半島まで連続する.それらは島根半島など山陰地方の海岸とほぼ平行に東

北東方向に槽曲し.ところどころ，同方向の高角度断層によって断たれている.

隠岐諸島から山陰地方の海岸へと延びる地域を除け11.隠岐海脚の表層は鮮新世~完
新世の地積物が大部分を占める.後期中新世~鮮新世の地積物(N.)は.変形した前期中

新世~中期中新世の地層を傾斜不整合で覆い乙れにオンラップして沖合に向かつて厚

くなる.また.局所的に変形している.更新世~完新世の堆積物(ωは，鮮新世の堆積物
にオンラップして沖合に向かつて厚くなる.ととでN.とQとの地層境界は，潟水車低下

1::対応するものであるが，その時期を特定する決め手はないので，それぞれの時代区分

は暫定的である，

隠岐路島に産する後期中新世以降の火成岩類は.活動時期によらず.その大部分がア

ルカリ岩系列に属しており，Le抽I民 (1卿〉の岩型分類図よでは，ほぽベイサナイトー

租面玄武岩一玄武岩質粗面安山岩ー粗面安山岩ー粗面岩一涜紋岩系列の領域に分布す

る.そのうち.K20に富むものは，カリ租面玄武岩 ショショナイトーラタイトに分類さ

れる.

(鹿野和彦・揚浅真人)



地質時代
島後(山内ほか，筑間) 島前(千葉ほか，2(削) 本図幅海域 〈隠玉木肢梅ほ峡か，

{松鹿江野地ほ域か，
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第
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期前
向ケ丘居 知々 井岬周 砂岩及E河雌
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暁新世
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第2図隠岐諸島の地質総括表

4.隠岐諸島の地質
4，1概要

..ど争@事.a!t: t;;~ぽ旬・2 と.. < み
島後を構成する地層・岩体は，隠岐変成岩類.島後南谷花闘岩，時張山周.都周.久見

屑，暴走鳳董品屑・i:道周，高宮室屑，鮮新世玄武岩類.更新世玄武岩類，高位・中位段
丘堆積物，完新統に区分できる(山内ほか，尻町陽1)，これらのうち最も古いのは.隠帳変成

岩績である.原岩の年代はおそら〈三畳妃で.三畳紀~ジユラ紀に変成したと考えられ

ている.次いで古いのは.暁新世~始新世の島後南谷花陶岩で.前期中新世~後期中新世

の時張山周.郡届，久見届，都万層がとれに続く.重栖厨ー葛尾厨はとれらを不盤合に覆

い陸上に噴出した火山岩を主体としており，おそらく島全体をほとんど覆う成層火山を

なしていたと考えられる.向ケ丘層は鮮新世の堆積物で，陸上に噴出した鮮新世~更新

世間闘がこれに重なる.鮮新世~更新世玄醐闘のうち，実輩出玄蹴突;.J~
玄武岩，'.+JL-o;;;;武岩などはほぼ慨世に鵠玄鵡，背玄武岩，踊玄武岩などは更
新世に噴出している.

一丸酬を構成する地周・岩体は，主自屑，笑特，帯蔀層.突出石英閃掛.道義道

風島前火山，品2非岬屑，争長会玄武岩，中位段丘堆積物，完新劇Z区分できる〈千葉
ほか.20(0).これらのうち，宇受賀玄武岩は.放射年代と構成岩石の類似性から崎山岬

玄武岩1こ対比できるまた.その直下にある知々井岬圃は.圃序学的に近い向ケ丘層に対

比できる.その芭下にある島前火山は年代が近〈構成岩相が似ている重栖届・葛尾圃に

対比できる.島前火山は粗面玄武岩溶岩・火脅岩を主体とする外柏山と，カルデラ中央に

位置し粗面岩火砕岩を主体とする焼火山火砕丘とからなり，外輪山溶岩は島海島層の海

成推積物世間に挟む.島前火山を構成する火山岩の大部分は陸上に噴出しているが，水

際で噴出*たは定置したものが局所的に分布する，大山石英関長岩は.後期中新世後半

に圃錯した深成岩体で，焼火山火砕丘の周囲に窟出する美困層.大棒周.市部周を貫いて

熱変成を与え，英国周.大樟屑，市部屑とともに燐火山火砕丘の基盤をなしている.市部

屑はターピダイト砂場を主体とし，中期中新世の塩原動物群に帰属する海生貝化石を多

重することから，島後の都万層に対比される，大禅居は黒色泥岩からなり.その時代につ

いては訣酌手がない.しかし，有孔虫印象化石を産出するととと，市部置の直下にあって

美困層の宜上にあるととから.島極半島の成相寺固に対比され，島後の久見届よりもや

や古い地層と考えられる.美困層は淡水生貝化石や植物化石を産出する砂礎岩主体の地

層で，岩相がよ〈似ている郡層に対比できる.

以下では.特に断らない限り.千葉障かα国泊〉と山内ほか(2009)に基づいて隠岐諸島
の地質を記述する.



4.2 隠岐変成岩類
幅岐変成岩額は，主にミグマタイト賀片麻岩からなり，泥賓片麻岩.片麻状花嗣岩.角

閃岩などを伴う.島後の北東部.葛尾山や大満寺山など，後期中新世以降の火山岩がなす

山旭の中腹斜面から山益にかけて分布する.片麻状構造は葛尾山を取り囲むかのように

その外側に傾斜しており，変成岩体全体がドーム型の構造をなし'ていることがうかがえ

る，角閃岩中に斜方輝石と単斜声耳石の共存が認められることから，隠岐変成岩の変成度

は最も高いところで角閃岩相に遣している但。血Jno， 1初90.:星野， 1981).変成年代につ

いては織論があるが.モナズ石のCHIME年代に基づ貯ぽ，おおよそZ回 Maである

(su盟雌阻.dAd血hi，l鈎4).この変成年代は飛廊変成岩とほぼ同じで，太岡 (1使紛によれ

ば，隠陵変成岩，飛脚変成器の両者ともに角閃岩相に相当する広繍変成作用の後，マイロ

ナイト化作用を受けている，

4，3 島後商谷花嗣岩
島後南谷花商岩は，細粒花踊岩及び文象花備岩の岩脈あるいは岩棟をなして隠岐変成

岩銅に貫入し，葛尾周流紋岩の貫入を受けている.大平・筒井倒lOO)によれば，ジルコン

Fr(フィッション・トラック}年代値は53-4，2Maであるがトラックが短くなっている

ζとから.実際の年代はこれよりやや古い.

4.4 時張山屑

時張山周は，主に擁紋岩~安山岩溶岩・火砕岩からなり，砕屑岩類と玄武岩~玄武岩質

安山岩溶岩垂伴う.島後の陣岐耳E成岩類を取り巻いて不重合に覆い.一部ではこれにオ

ンラップしている.

時張山届の下部では涜紋岩火砕岩が卓飽し，その一部は需給している. よ部では安山

岩溶岩1ft優勢で，ドームをなして点在しており，水冷自破砕している.時強山層の最上郁

を占める安山岩火砕岩は，よく成層しており，夜灰質砂岩を伴う.また，阿仁合型植物群

に対比される植物化石を産する(梅原~錨3). 時張山層の年代は，放射年代値から前期

中新世もしくは漸新世にかかるとされているカ1漸新世を示すジルコンFr年代値はE較

宣されていないので再検耐を要する.

4.5 郡層及び美困層
郡眉は島後の.英田層1:1島前の下部中新統で.1lいに対比可能である.

島後の郡置は，時張山周を不整合に覆って，隠岐変成岩類がなすドームの西側と南側

に広〈分布する.玄武岩構岩，酸性火砕岩.凝灰質砂岩，礎岩，泥岩からなる.砂岩，礎岩

のー部は河川堆積物で，側方で成層した餌粒堆積物に移り変わる.細粒堆積物は，植物化

石(梅原， 1鱒3)，署員水生貝化石及び淡水生魚類化石{安野， 2∞0)などを産出し，その一
部に静程な環境で堆積したととを示唆する平行業理が発達している.また.局所的では

あるが.有横物を構成する元素 (CI王NS)組成に基づ凶て海に地積したと考えられている

泥岩が郡周中部に挟在している.これらのととから，本周は.淡水~汽水性の，一部は海

に聞いた湖沼とそ己に注ぐ河川や，その周辺の低地に堆積したと考えられる U也"ol. 
伝< .い

(1鉱14)と沢岡ほか@飢渇a)は，那久と油井周辺の梅岸に分布する本周の玄武岩について

19-18 Maの全岩K-Ar年代値を報告している.また，山崎・雁沢 (1倒的，木村，辻(四92)

及び吉谷ほか (1銭紛は，本暦の酸性火砕岩について.22-14MaのジルコンFr年代値を

報告している.

美困層は.安山岩火山積岩・凝灰岩と凝灰質砂岩，シルト岩，頁岩及び酸位k砕岩から

なる地層で，隠岐島前に露出する地層・岩体の中で最も古い.淡水生貝化石や台島型に対

比古れる植物群が産出する(下胤 1928a:千葉.1975;菌材・島田.1使則ととから，島後

の郡眉や島根半島の古浦眉(富岡・酒井.1児8;山内ほか.1980;腐野・曹団.1鈍5;庫野・

中野， 1錨5b， 1拘6:鹿野ほか.四回)に対比されている〈荷村・島田， 1984:大久保， 1鎚4).

郡層や古浦周の時代は放射年代などから前期中新世とされている.

4.6 大棒層
大捧層は，黒色泥岩からなり，保存の暮い有孔虫化石を産する.島前にのみ分布する.

分布は局所的で，大樟付近で市部層に不登合に覆われ.美困層の上位にあるととが碓寵

されており，また，構成岩石が構成の黒色泥岩であるととを考慮すると，島根半島におい

て古漕層に重合に重なる成相寺層(鹿野・吉田， 1鈎5;鹿野・中野， 1鱒58，1986;鹿野ほ

か， 1鈍姐}に対比できる.成相寺層の時代は前期中新世後期~中期中新世前期と考えられ

ている(鹿野・中野.1鍋5a，b;鹿野ほか.1991. 1鈎4).

4.7 久見層及ぴ市官官層
久見周は，島俊にあって郡屑を不盤合に覆う構成層で，罪岩，シルト岩，砂岩及び酸性

凝灰岩からなり.上部で珪標岩に漸移する.隠岐変成場の西側と爾側の広い範囲に点在

する.泥岩を主体とし，久見及びその周辺ではその下部を眉吉150mの砂岩』聾ち砂岩t尼岩
互膚が占める，

久見届，特に下部からは貝化石のほか，Mil健勝抑制.ゆwc#1i:闘などの大型有孔虫(大

久保・高安.1980;高安， 1979;多井・加藤， 1蜘)が浮遊性有孔虫化石群集とともに産出

する.との有孔虫化石はBlow(19飽)の浮遊性有孔虫化石帯N7-N9に対比される{山内

ほか.20!四1).また.貝化石群集は束印肉動物群に対比される(高安.1釘宮;Okubo四 d

τ池可甜u.1979).多摩する珪藻化石(横田， 1鎚4:谷村・斉蕗， 19邸;下末， 1989: UI内ほ

か.2009)は.Yi血相・a_阻 dA魁ba(1蜘}の珪重量化石帯NPD3A-N冊印 (16.9-9.2

抽〉に対比される. とれらの化石が指示する久見厨の旭質時代は前期中新世後期~後期

中新世前期である.

市都厨は，灰色の細粒~中粒砂岩ターピダイトを主体とする.島前の市部付近で美困

層を不重合1:置い，海生貝化石を多産する(下関，1担8a;千葉.1975;苗村・島岡， 1984). 

首村・島問 (1錨4)は，産出する貝化石群集と岩相の類似性，そして岩相眉序学的位置を

勘案して本周を島後の都万贋に対比したが.山内ほか(2000)は.市部周の貝化石群集を

塩原型動物群とみなして久見屑に対比し.その時代在中期中新世としている

4.8 大山石英閃長岩

大山石英関長岩は，細位~中盤石英関長岩ないし関長瑳岩からなる小規模な深成岩体

で，島前の燐火山周辺にのみ分布する.美困層及び大樟眉を貫き.島前火山の燐火山火砕

丘に不盤合に置われる.圃飴した時期は，全岩K-Ar年代印品目旭dol.，l'焼却， ~;千葉ほ

か，混同ゆ)と母岩である美困層砂岩ホルンフエルス中の鳳雲母Eι.Ar年代(千葉ほか，割目的)

から，およそ7Maか，それより若干古いと考えられる.

4.9 都万周及び島津島層
都万屑は，島俊にあって，浅海成砂岩，凝灰質砂岩.凝灰岩.凝灰寅泥岩などかちな!l，

久見屑在不整合に覆う島の南西部の都万周辺に最も広く分布する.下部は中粒砂岩が

卓越し，側方，上方1:向かつて細粒の砂岩，覆灰岩，泥岩に移化する.上部は凝灰質砂

岩.慣性火砕岩の聞に珪.岩レンズを樽〈挟む都万層からは多数の海生貝化石が産出

する.それらは塩原耶麻動物群に大桑万嵐寺動物群の要素を混じえている(角館， 1銘8)

とされているが.大桑万回寺動物群の重要な要素である1'11押陶(JQ岨-嶋崎の仲間が産

出していないので基本的1とは塩原動物群と考えてよい(小笠原憲四郎，私信).本層上部

の涜紋岩火砕岩についてジルコンFr年代催6.6抽が報告されている(木村・也 1卿).

島棒島層は，知夫星島南側の島棒島と知夫星島南東沿岸の樽毛付近にわずかに.出す

る浅海堆積物である..灰質砂岩.f瞳岩，シルト岩からなる.砂岩には多数の

仰山必酬訓'PIt4様生痕が認められる.島前火山外輪山下部の粗面玄武岩~玄武岩質粗面安

山岩溶岩に覆われ.粗面玄武岩~玄武岩質粗面安山岩と粗面岩の岩脈に貫かれている.

擦掛砂岩中には新鮮な黒雲母粗面岩軽石が隠められるが，これは外輪山下部の粗面玄武

岩~玄武岩質程面安山岩溶岩に挟在する粗商岩火砕岩に由来する可能性が高い.恒石の

黒雲母EιAr年代は5.4士0.3地(千葉ほか，筑間ゆ}で，燐火山火砕丘の年代と一致するが.

観差を考慮すれば.外輸山下部の年代とも量なる.

山内ほか(1鈎宮)は，中ノ島の字受賀におけるポーリングで.外輪山下部を構成する一

連の粗面玄武岩~玄武岩質粗面安山岩溶岩・火砕岩の直下に園結度の低い砂岩を留め，
• • これを海士眉と名付けて岩相層序の類似性から島後の都万眉に対比している.しかし.

乙の砂岩は，とれに重なる粗函玄武岩~玄武岩質粗面安山岩溶岩とアルカリ長石を含tr
珪長質凝灰岩を挟んでおり{山内ほか， 1鈎9)，したがって，外楠山形成期に堆積した可

能性が高い.島後の都万屑も重栖屑火山岩の活動初期に堆積しており.また，島樟島周に

似た岩相と年代を示すことから.島捧島周に対比できる.

4.10 島前火山
島前火山は，美困層.大樟周.市部周，大山石英閃長岩などのよに噴出した粗面玄武岩

~粗面岩を主体とする後期中新世後期のカルデラ火山で，外柏山下郁・上部と中央火口

丘からなる.

外輪山の下郁は.主1:粗面玄武岩~玄武岩質粗画安山岩の溶岩と.それら溶岩の聞に

挨~る同岩質の降下火山灰地積物~たはスコリア堪積物からなり，上部は，主に粗商岩

闘からなる外輪山下部には.知夫皇制岸の触盤1:露出する越のように，と乙ろ

どころに商温磁化を受けて赤色化した粗面玄武岩~玄武岩質粗面安山岩のアグルチネー

トもしくはアグロメレートからなる火砕丘や，粗商岩軽石火山破凝灰岩ないし凝灰岩か

らなるタフリングなどが挟まれている.とれらの基底の直径は数1∞m以下，比高も歎10
皿温度と小規模である.

外輪山上部を構成する粗面岩溶岩は，外輪山下部の削剥された面を覆う.また，同賓の

岩機やシルがその申に貫入し.あるいは椿岩が噴出して周所的な高まりをなしている.

中央火口丘をなす焼火山火砕丘1:1，車E面岩凝灰岩~火山角礎岩及び凝灰質碕岩，砂岩，泥

岩からなる.火砕岩の多〈は火砕流または火砕サージ堆積物で，ほかの岩石も重力擁堆

積物に似た地積構造告示しており.少なからず鴻鮪している.火研サージ培積物の中に

は構給したものがある一方で，マグマ水禁気爆発起源のものもある.火山角礎岩などを

構成する角.1'1，ほとんE粗面岩構結凝灰岩または凝灰角撮岩で.ととろによコて大山
石英関長岩の角"が留められるとともある.火砕丘を構成するこれらの堆積債は，筋火

山を中心にほぼ同心円状に20'-鈎園内側に傾いて分布し，その一方で，支聾癌から標ケ

鼻，弁天鼻など.燐火山斜面との聞の谷を挟んだ海側の峰では，錐火山を取り囲むように

外側に40'-80'傾いている，燐火山を囲んで内側に傾いている部分は.火口録の肉側に

堆積し，外側に傾いている部分は，火口録を越えて涜出し.堆積した郁分と考えられる.

美岡から浦郷に至る海岸に沿っては，火山角碕岩が分布する.との火山角磁岩は.粗面

玄武岩~玄武岩貧粗面安山岩や黒雲母粗面岩の角礁からなり，さまざまな程度に破断さ

れた黒雲母粗画岩の径1-数回を超える巨大岩塊がその中に点在する.美困層と外輪山

との境界の延長上にあるとの火山角礎岩はカルデラが形成されたときに外槍山の構成物



が崩捜して生じた可能性が高い.

島前火山には，岩脈が紛O本以よも飽められる.岩脈を構成する岩石は，粗面玄武;岩，

玄武岩質粗面安山岩，粗面安山岩.粗面岩，擁紋岩と多様であるが，その多〈は粗面岩貨

で.焼火山火砕丘在中心として放射状に庖現fする.このととは.島前火山の噴出中心がカ

ルデラ形成前から燐火山にあったととを示唆する，大山石英閃長岩が焼火山火砕丘直下

にあるのも偶然ではな<.Morrls d a1. (1銃刀1が述べているように.燐火山火砕丘の粗面

岩と共通のマグマから形成されたものとすれば.島前火山の噴火が始まる1∞万年も前

から燐火山の地下深〈で，マグマが発生していたことになる.石英斑晶を伴うような本

来の流紋岩は岩原にのみ認められる.

島前火山については数多くの全岩K-Ar年代値があるこれによれば.外舗山の下部の

年代は6.3-5.8Ma，上部の年代は5.8-5.6Ma，燐火山火砕丘の年代は5.4Maと考えら

れる(千葉ほか，叡削，).

4.11 重柄層及び葛尾層

重情層及び葛尾眉は，島後にあって島前火山と同じかやや遅れて噴出した火山岩主体

の地層である

重栖屑は，主に涜紋岩と粗面岩の溶岩からなり，同質火砕岩と.玄武岩質粗商岩(ショ

ショナイト)もしくは粗面玄武岩及び粗面安山岩の溶岩を伴う.都万屑最上部と一部同

時異相の関係にあり，島俊の西岸から南東岸にかItて弧状の山積をなして分布する.

U必皿国(19闘の岡岐粗函岩流紋岩煩.小林・沢田(1棚}の隠岐アルカリ火山岩

類.アルカリ寅火山岩類にほぼ相当する.

重栖厨には.給甑岩脈，スバッターなどが各地にあり.また溶岩がなす高まりが点在す

ることから，これらの火山岩は多〈の地点で噴出したと考えられている.重栖厨の繍紋

岩.粗商岩.玄武岩質粗商岩(ショショナイト)について，全岩K-Ar年代値5.5-5.1Ma 

(u旬tdal.， 1錨4;Ki皿皿，.otal，・-筑間)が報管されている.
葛尾膚は.葛尾山周辺において隠岐変成岩の上に成長した直径5km前後，基盤からの

高宮3ω~民的 mの火山体で.主にjjfI紋岩火砕岩からなり.同質の溶岩を伴う.との火山

体は.東側.西側.南側で一部に基底機岩を介し.アパットまたは断層関係で隠岐変成岩

や島後南谷花筒岩に接する.内西宮には同質の漉紋岩または粗商岩の岩駅が多数貫入して

おり，葛尾山南東側の沢では，流紋岩の破片と擁紋岩に充てんされた幅4OOm，長吉1，500

血前後の割れ目火遁が確認されている{沢田ほか.19悌b).uo出血皿(19闘の葛尾石英
jjfI紋岩規沢回ほか(1999b)の葛尾火山岩頭に相当する.火道角礎岩中の粗面岩岩片のサ

ニヂィン斑晶K-Ar年代はおおよそM Maである(沢田ほか，筑)()8b). 

2量栖眉.葛尾厨を構成する火山岩と同質の火山岩は.lIi楕眉..尾厨あるいは下位層の

中にも多数貫入している.中でも.八尾川西岸のシート状組商岩と量Z輩西方の岩株状
涜紋岩は規模が大きい.

4.12 向ケ丘屑及び知々井岬屑
向ケ丘屑ほ...粘土などからなり.玄武岩溶岩を数周串に伴う.厚芭は90皿以下で，

重栖眉や郡眉がなす山体の賞に分布し，前期鮮新置の大峯山玄武岩に覆われる.本眉下

部の有纏賀に富む粘土圃は.CHNS分析から汽水域に堆積したととが示唆される〈山内ほ

か.2ω5).

知々井岬厨1:.中ノ島の知々井岬南岸の中ほと，金床岩に面した梅食屋にわずかに分
布する半岡結の砂岩と撫岩からなる.断崖にのみ露出しており，粗商岩溶岩をチャネル

状に削って覆う，径数10回以下のさまざまな大きさの円擦ないし角礁からなる様眉と，

小模もし〈はそれ以下の砕屑粒子かちなる砂藤周とが，連続性の悪い平行ないし低角の

斜交屑理をなして重なり合う.分布が局所的で.周囲のほぼ同じ標高のととろにも存在

しないことから.梅に面した谷を埋めた堆積物ではないかと推測される.時代について

は不明である由Rある程度固締しているように見えることと，基底面高度が20m近くあ
ること，直下の粗商岩との聞にテフラを挟んでいないように見えることから，後期解新

世の字受賀玄武岩よりは古い地積物と考えられる.

4.13 鮮新世~更新世玄武岩類
鮮新世~更新世玄武岩類は島後全域1:点在している.それらほ.4.7-4.1抽.3.6-3.3 

Ma， 2.8-2.3Ma， 1.3Ma前後.0.8-0.4胞に断続的に噴出している，

大轟山玄武岩など.4，7-4.1Maの玄武岩頭は島後の北部から東部にかけて，大轟山，

大櫛寺山などに分布するその代表例である大峯山玄武岩は.斑状のかんらん石玄武岩

溶岩からなり.組面玄武岩溶岩...砂，酸性火山灰などを挟む.溶岩は径数値の題普鉄

質・普鉄質捕.岩を包有する.

大久北玄武岩なと 3.6-3.3Maの玄武岩類は.島後東西宮，大久の北と黒島にわずかな

がら分布する.大久北部の大久北玄武岩は.かんらん石玄武岩・粗函玄武岩椿岩からな

り，かんらん石玄武岩岩頭・シルを伴う.黒島は粗面玄武岩溶岩からなる.との溶岩は.

超普鉄質・普鉄質岩や変成岩の捕獲岩と単斜輝石直晶を多数包有する.

鳩山岬玄武岩など.2.8-2.3Maの玄武岩類は，玄武岩・粗面玄武岩溶岩からなり，穫

を伴う.島俊北縁の白島崎や.北東西宮の元昆崎山岬などに分布する.崎山岬に'出する

代表的な岩相(崎山町玄武岩)は.かんらん岩やスピネルレルゾライトの捕獲岩.輝石，

石英などの捕獲錆晶を包有する.

池困玄武岩など.1.3抽前後の玄武掛類は.玄武岩，粗面玄武岩及びテフライトの溶

岩・貫入岩からなる.池田付近の岩相で代表されるとの玄武岩は，従来.西郷玄武岩にー

揺されていたが，模式の西郷玄武岩に不盤合に覆われることから，山内ほか(2ω6)が.

とれを池田玄武岩と名付け区別した.

西郷玄武岩.岬玄武岩など.0.8-0.4Maの玄武岩頬は，西郷港付近に分布するかんら

ん石単斜輝石組面玄武岩癖岩(酉郷玄武岩)で代表される，酉郷港周辺のほか.布施.岬
曾ず.

町.卯惑などに分布する.

西郷玄武岩は，泊岡玄武岩を不整合に覆い，段丘堆積物に不登合に覆われる布施港周

辺に分布する玄武岩・粗面玄武岩溶岩は，西郷玄武岩とほぼ同じく，おおよそO.8Maの全

岩思Ar年代健を示す，大潮寺山南側に分布するスコリア丘と玄武岩溶岩については年代

角哲不明であるが，化学組成は西郷玄武岩に似ていることから西郷玄武岩に対比されてい

る.

岬玄武岩は，玄武岩溶岩・火砕岩からなる.西郷湾南岸の岬町から今樟に至る地域に

は，岬玄武岩を構成するかんらん石玄武岩アア溶岩が溶岩台地を形成して広〈分布する.

その直上には同質のスコリア丘がSヶ所に点在し.白崎の海食屋には玄武岩タフリングが

.出している.椿岩の全岩Eι.Ar年代値はおおよそ0.6Maで (U匝 tdol.， 11鈎4.).商事事玄武
岩より若いので，酉郷玄武岩とは異なる岩体(岬玄武岩)をなしていたと考えられる.卯

恐周辺に分布し，岬玄武岩とほぼ同じ放射年代値が報告されている玄武岩ωH敷玄武岩}
は.卯敷の甫から北へ向かつて擁下し，布施付近の海岸で一部が枕状溶岩あるいは枕状

角様岩となっている(山内ほか.2005). 

島前で確認できる鮮新世~更新世玄武岩癒は字受賞玄武岩のみである，字受賀玄武岩

は，中j島の臨海岸から字受腕経て耐湾に至る輔初~白血の丘陵をなして分布

する.その主体はアルカリかんらん石玄武岩溶岩で，その噴出源と恩われる明量海岸周

辺には直径約1回のスコリア丘がある.スコリア丘を構成する岩石は溶岩と同岩質で.

このスコリア丘から西側に向かつて地形酉が緩やかに傾いている.字受賀玄武岩を構成

する溶岩の全岩K品z年代値は2.8士0.1Maである{金子・千束 1鈎岳;).

千葉 (1975)や金子 (1991)は，字受賞玄武岩を島前火山の未分化な玄武岩とみなして

いたしかし，千葉ほか側目的}は.同溶岩の放射年代が2.8:l::0.1Maと明らかに著いと

と，島前火山に多数回められる岩脈に貫かれていないこと，そして.地7静的にも島前火山

とは異なる山体をなしていることから，これを島前火山とは別個の火山体として区別し

た脂綿の東北東方4岡崎上に顔をのぞかせている誼ぬ新鮮な苦闘粗函玄

武岩のガラス賀岩片からなる石賀火山..灰岩火砕サージ堆積物で.東北東に伸長した

低地を埋めて分布する字受賀玄武岩の延長上にあり，かつ岩質が似ているととから，と

れも宇受賀玄武岩のー郁として扱う.境破は構成佐子の形態などからマグマ水燕気爆発

起源と考えられる.したがって，その噴出源は宇受賀玄武岩の本体噴出源とは異なる.字

受賞玄武岩の火山体としての構成は十分に解明されているとは首い難いが，境破の火砕

サージ堆積物と同甑であるとすれば.東北東方向に開いた割れ目からマグマが局所的に

噴出して単成火山列をなしていた可能性がある.

4.14 段丘堆積物
島後では，高位l-m段丘と中位段丘甫噂認芭れている.高位l-m段丘を構成する高
位段E堆積物は砂磁を主体とし.八尾川下漉域と西郷湾南西部の西国・今樟聞にのみ分

布する.中位段丘堆積物は磁.粘土及び火山灰層からなり.島後甫岸の西郷湾から都万湾

までの湾奥に隠められるが分布が狭小なため地質図には示していない.

島前では，西ノ島の船艦に宵い砂丘ないし海浜堆積物と恩われる砂層が，標高15m程

度の段丘画をなして分布している.両の高度からみて.乙の砂眉は，おそらく下末書海進

時に形成された中位段丘地積物と考えられる.

4.15 扇状地.谷底平野，海浜，海岸砂丘，地すぺり及び崖鋒堆積物
島後では，八尾川と虚構川の下擁から中漉にかけて，比般的広い範囲に谷底平野堆積

物が分布する.海浜糧積物は波浪の影嘗をあまり受けない湾臭や南部沿岸の一陣に分布

するが.最近の埋め立てや穫岸エ事によって消失したものも多~l.

島前では.火山体の谷を埋めて分布する.松地及び谷底平野堆編物，地すべり堆積物

のほか，構岸付近に海岸砂丘海浜堆積物が，ご〈わずかだけ分布する.ただし，中ノ島

の諏訪湾に面する低地は例外で，扇状地及び谷底平野堆積物が広〈分布する.

西ノ島の美回付近にやや広〈分布する扇状地及び谷底平野地積物は.カルデラ墜と申

央火口丘から北に続く山地との聞の低地を埋めている，酉ノ島の船憎の海岸砂丘地積物

は.外識と内海との聞の狭い谷聞に堆積した砂様である.

知夫里島の霊Z誌では山腹の馬蹄形の壁1;:岡まれた崩壊地からその先の溝岸にかけて
地すべり堆積物が分布している.

4.16 埋立地及び盛土
島後では，ほとんどの港において埋め立てが行われている.西郷湾と重栖湾での埋め

立ては顕著である.平坦地を造成するための盛土や谷の埋め立てもさかんで，型車園の妨

げとなるため地貧困には示していないが，隠岐空港の滑走路は大規穣な盛土で構築され

ている.

島前でも平坦な土地が少ないため.西ノ島の別府や浦郷など.入り紅を埋めて漕を整

備していると乙ろが多い.中ノ島の領訪湾臭は，干拓して水固として利用されている.



4.17 地質構造
島後では.ドーム状に変形して島の北京都に霞出する臨峻変成岩顛を取り巻いて中新

世の火山岩・堆積岩が宵酉に向かつて順次盛なる.後期中新世後半に噴出した涜紋岩や

租商岩などは隠岐変成岩類がなすi'-ムの頂慨を直按覆い.あるHは，海岸沿いにi'-

ムを囲むかのように弧状の山稜をなして広い範囲に分布する.$:た.鮮新世以降の玄武

岩質火山岩がFームとその周辺に点在する.後期中新世以降の火山岩は隠岐変成岩銅と
これにE置なる中新統とがなすFームに不開和に分布しており，したがって;::のFーム

は後期中新世に始まる火山活動に先駆けて形成されたと考えられる.

島前がカルデラ火山であるととについてはすでに述べたこのカルデラが形成された

時期は，外輪山と中央火口丘である焼火山の年代から，丘5Ma前後と考えられる.焼火山

は，島前火山の基盤岩の上に形成されており.カルデラ形成後にドーム扶に基盤が隆起

したことを示唆する.また，燐火山の火口は7Ma頃に貫入国給した大山石英閃長岩と重

なる位置に闘いているととから，後期中新世の後半から.燐火山付近にマグマがよ昇し

てきていたととがうかがえる.島前は，海底から盛り上がったドーム状の地形をなす.重

力異常から読み取れるように， ζの地形は，島後の場合と同様，マントルダイヤピルの上

昇とそれに引き続く火山活動に関連して形成された可能性が高い.

4.18 活断層，リニアメント及び地震活動
活断層研究会(199。は，島後に活断層の疑いのあるリニアメントを認め.これを大事事

久断層と名付けて配蟻している.大棒久断眉は確実度E 活動度C.長さ1.5凪走向

NE，山地斜面の高度不達観儀〈リニアメント〉で北西側地塊の隆起による変位{活断層研

究会， l'侵略}と苫れている.しかし.高度不連続とされたものは，車線的に伸びる玄武岩

質粗面岩(ショショナイト)溶岩の南東縁と，その延長よの沢や鞍郁であり，断層である

との証拠はない.隠岐諸島と周辺海舗で発生した被害地震の記録はない，

舗野和彦)

5.竹島の地質

竹島は.2ω万分の1日本地質図(地質調査所.1956)において，第四紀火山岩とされ，

その後.地質調査所から出版された1∞万分の1日本地質圏第2版(広川ほか.1978)にお

いて，第四紀の粗面岩及びアルカリ涜紋岩として肥載されている.後者の肥載は霊知学

芸大学・酒井栄吾(以下敬称略)が地質聞査所に寄贈した標本(鳳露母普通輝石組面岩:

登録番号R24529，1983年登録)に基づく.寄贈時に寄せられた酒井栄吾の覚え書きから，

この原本は1偲1年に膚麗茂何属不明)から寄自首されたことが読み取れ現存する最も

古い話料である，その後，竹島東方の同一海山上の明洋地からは，組面安山岩.粗商岩.

玄武岩などが，また.同じ〈竹島東方のもう1つの海山.俊嵐堆からは粗面安山岩，組面

岩がドレッジされている繍淵， 1968).したがって.との2つの海山はアルカリ系列の火

山岩を主体とする火山と考えることができる

Sohn(I995)によれば，竹島の基部には角閃石黒雲母斜方輝石粗画岩の水冷自破砕溶岩

があり，己れを削って淘汰不良で無周理の，もしくは逆級化した角提岩~彊灰角損岩.層

状火山噴在灰岩・彊灰岩.粗面安山岩プロック溶岩.角礎岩と凝灰岩薄層との互風粗函

岩溶岩が周に重なり，粗面岩の岩機と岩脈がとれらを貫く.地質固から観み取れるおお

よその厚さは，それぞれ10m以ム 1∞ m以下，関m以下，1-∞m以よ，羽田以下， 45回

以下である.角礎岩~凝灰角様岩は.ガラス質~徹晶貸の玄武岩または粗商岩の破片か

らなり，厚主3-4m以下の眉をなして黒.する.また.それらは.比較的制粧で同様の

火山岩片からな1)，平行もし〈は斜交ラミナの発達したレンズを樽〈挟む.との礁岩~

凝灰角磁岩は，上部で'1!I.lI置に細粒化して周状火山碩凝灰岩・凝灰岩に漸移する.組面安山

岩ブロック溶岩上位の角穣岩と凝灰岩薄屑との互周は玄武岩，安山岩，粗商岩の敏容な

岩片と玄武岩もしくは安山岩のスコリアからなり，スコリアの一部は塑怪変形して屑理

面に平行に潰れている.最上位の組函岩間陣岩は層状で涜動角榛岩は伴っていない.組函

安山岩プロック溶岩と粗面岩溶岩.粗面岩岩抹の全岩K.Ar年代値は，それぞれ2.7:1::0.1

M恥 2.7:1:: 0.1 Ma， 2.5主0.1抽である.また.角礎岩~凝灰角礎岩の異質臓である玄武岩

の全岩K-Ar年代は4.6:1::0.4Maである.Lee d ol. (20(陪)の測定結果ではそれぞれ2.3M.. 

2.4抽， 2.1-2.2Maとなっているが，県.母K-Ar年代値は，粗面安山岩プロック溶岩に

ついては2.38土0.15Ma，粗商岩溶岩については2国土0.14地 .2.65士0.16Maとなって

おり，上但の紬n(羽弱)が報告した全岩K"!祉年代債と調和的である.

Sohn(l995)は.竹島の火砕物の噴出源がその北東方にあった可能性を指摘している

また， Cb岨 "ol.(2制)2)は，膏波探査記録に基づいて竹島を外輪山の一部とする直径2

km前後のカルデラが竹島の北東側にあるとしている.

竹島の.ftl面玄武岩・粗面岩の年代はちょうど.島前の字受賀玄武岩(粗面玄武岩・アル

カリ玄武岩)や，島後の崎山師玄武岩(粗面玄武岩・玄武岩}などの年代に重なる.角礎岩

~凝灰角積岩の異質磁である玄武岩の年代は島後の大峰玄武岩(玄武岩)の年代と重な

る.竹島付近を頂部とする梅山と俊鹿堆を頂官官とする梅山陰，鼠岐諸島の島後や島前と

阿様，間欠的に2∞万年，あるいはそれ以上の時聞をかけて成長した可能性が考えられ

る.

(鹿野和彦)

6，海域の地質

本地質図幅内の海域は隠岐海聞の主部を占める.その表置はほとんど第岡妃堰積物で

あるが，音波探査包僚は.構造的不整合で識別できる鮮新世~中新世の地圃，そして火山

岩などの音響的不透明岩体が広い範囲に分布していることを示す{本座ほか， 1979;問

中， 1979;玉木ほか， 19唖1;回中・小砥 1鎚2;玉木ほか， 1982;海上保安庁， 2飢)().

本地質図幅内の海域の地質図では，玉木ほかは舗のの地層区分を若干修正して，推積

層をNl-2， N3， Qに，火山岩体{音響基盤)をN.. ， Qvに区分した.Nl-1層は楢曲しており.

N.屑はNl-2周1::オンラップし， Q周は優やかに波曲しているN.屑にオンラップしている

玉木ほか(1鎗2)ではQ屑を半固結のQzと，未固結堆積物のQlとに分けているが.菅波探

査記録で必ずしも明確に区別できるわけではない.特に，報量脚斜面では地すべりして反

射画が乱れ.両者を譜lJIIすることは困難であるため，本図幅では一括しQ眉として示し

た N町，QvはそれぞれN.層.Q眉の中にあって音'不透明の岩体であり，鮮新世及び第
四紀に噴出，または貫入した火山岩と考えられる.とのほか， N.の下位には分解能が悪い
幽膏善的基盤.が曹波探査記録で認められる.とれには，記録の特徴・対比からNH厨のプ

ロック化した高まりと考えられるもの(鼠岐海峡東方)と，般よ位にNl-2層が存在し.さ

らに下位の岩体を含むもの(隠岐諸島商方から北西方向に延びる隠岐海脚梅繍)とがあ

る.地貴闘にはこれら .. 音普的基盤・までの往復走時1秒の等走時線を示した.

近接する島根半島の屑序や構造形成時期{例えば.庫野ほか.1使14)との対応聞係1::基

づけぽ.Nl-2周は島根半島の古消周と成相寺屑(以上前期中新世)，牛切屑，高渋山屑(古

江周及び松江屑(以上中期中新世).N.周は和久蝿山安山岩(後期中新世~前期鮮新世〕

にほぼ対比できるしかし，島根半島宇隠岐帯島では後期解新世以降の擢積層がほとん

ど露出していないたIO，Qについては陸上との対比はできない.N .. ， Qvは.回岐楕島周

辺lこ分布しているので.とれらを隠岐陪島の鮮新世~更新世火山岩と関連した火山活動

の産物と考えれば，Ni胃は後期中新世~鮮新世に，Qvは更新世1こ対比可飽である.竹島と

その海底部分，そして，その東方の俊鹿椎も火山岩で構成されている(本座ほか， 1979).

それらの形成時期は不明であるが，すでに述べたとおり，竹島を構成する火山岩の年代

は後期鮮新世であり.ここでは，それよりもやや遡る後期中新世か色鮮新世にかけて形

成されたと考えた.

N困層からN.屑にかけて認められる槽曲は島根半島とほぼ平行に東北東一西南西方向

に延びている波長は歎km-30kmで，これらとほぼ平行に，あるいはやや斜交して断

層が断続的に走る断層面はいずれも急傾斜しているため.断層のセンスはわからない

ことが多いが.玉木ほか(1鎚めによれば.拘置またはQIIまで変位させているE断層が

多い.本地質園悟地域南側の島根半島を東西に走る宍道断層は落差がSω 皿を超える逆

断層で{鹿野・吉国， 1銅5;鹿野・中野， 1路弘 1986;鹿野ほか， 19関， 1991， 199心.鳥取

神まで延びる(問中， 1979，闘中・小本 1側担O.その主たる活動時期は中期中新世か後期
中新世である(田中， 1釘9;問中・小草， 1鈍盟，鹿野・吉田， 1985).しかし，本地質図幅の

海域でN..膚に限って変位させている逆断層は確認されていない，なお.玉木ほか(l銘2)

はNl-1屑をM，と;::れに局所的に不整合1::重なるM，とに二分している.M，は島根半島

の古槽周と成相寺屑に， Mzは牛切屑と高渋山層，古江周及び松江屑にほぼ対応すると考

えられ，島根半島南側の宍道湖南岸では，古潤屑と成相寺周に対応する地層群を牛切屑

に対応する地周とそれより上位の地層群が不重合に草なっている.しかし，音波探査記

録の解像度が低いため，本地質園幅では広い範囲でMlとM.Iを識別することができない

と判断して，両者を一括して示した.

(湯浅真人)

7.重力異常

本地域の重力異常(プーゲー異常)の編集には，陸域は西南日本重力図(西南日本重力

研究グループ，2∞Dによる島根大学のデータ，海績は地質調査所の自嶺丸による調査
(航海名:GH8ι2.GH銘-4)と海上保安庁海洋情報郁倒加4)による船上重力データ(航海
名;HM田soを各々用いた
島前では，密度を火山としては大きめの孟5g/'国~程度に仮定してプーゲー異常を求め

ると，海岸から外槍山に向かつて重力の勾配が急で，外崎山の内側で緩やかになる.第3

図の残差II力闘には焼火山を中心とした地域に周囲より1皿高温程度低い異常が明瞭に現

れる.つまり，島前火山の下1::は.右側岩に近い密度の高い岩石が，焼火山付近を頂点と

したi'-ムをなしていると予想される.低残整重カ域は燐火山火砕丘の火口縁の内側に

ほぼ一致しており.その中を層厚は大き〈ないが周囲よりも軽い物質(粗面岩など比較

的シリカの多い火山岩)が埋めていることを示唆している.当然，仮定密度をさらに大吉

くすれば上記の特徴が際立って〈るが.表周密度を表すわけでなく，単に地形と逆相闘

を示していると考えるのが妥当である.

島後の残差重力も同織で.島後東部において阻岐変成岩顛に葛尾周が重なる山体に向

かつて高〈なり，その中心1::当たるととろに，島前の場合と岡程度の大きさと広がりを

もった低異常が隠められる.島後については， Tak油asl喧(1978)が，捕重量岩の岩石学など

を手がかりに，地下10数h までは花陶岩が分布し.それ以深には.かんらん右斑れい岩

からなるダイアピル状の岩体が存在すると推定している.この推定は局所的に地下数固

まで高密度の貫入岩が伸びていれば重カ異常と調和的であり，島前の重カ異常も，隠岐

島後と同様のダイアピルが芭下に存在すると仮定することによって司自明できょう.

広域のプーゲー異常(仮定密度・2.67gfcm'可の値は.隠岐海脚西側の対局海盆で即

時叫を超えるととろがある(Komuawa" ol.，加1).対局梅盆の地般は弾性波速度構造
から海洋性と考えちれている何回必.19舗法imd ol.， 2003).また，対馬海盆ほどでは
ないが，大和海盆と隠岐舟状梅盆もプーゲー異常の値は高い.τ祖国凪(1鈴B)は.とれを
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日本海拡大に伴う大陸地殻の薄化を反映していると解釈している.一方.それぞれの海

盆から隠岐海脚に向かうにつれて値刷、苫くなり，おおむね0-ω 四叫となる.乙の値
は日本列島と同程度である.しかし，隠岐島前と島後は，それぞれ80mgaIを越えており，

その直下に高い密度の岩石が局所的に存在すととが指摘される.

(駒樺E夫〕

0.0国主出j

第3図残差重力
1 kmの上方接続をトレンドとして除去.負値には，影を付けて表示.コン
タ一間隔は， 1 mgal(ミリガル).

8.応用地質
8.1温泉
島後の東郷にMg'Ca'Na-重炭酸硫酸塩泉があるが，現在は使用されていない.甫方

の隠岐温泉は.ボ}リングによる2つの泉源をもっ.第1泉源は含鉄佃ナトリウムー塩

化物・硫酸塩息，鱒2泉源は含鉄・二酸化炭禽ーNa炭酸水禽塩・塩化物泉である.島前中ノ

島.海士町東地区には，飲料水の確保を目的に掘削されたポーリングで.Na'(迫ー塩化物

泉が湧出している

8.2 珪藻士

島後の岬町西側，加茂，箕浦や島の中央部の山固などで久見圏中に挟在する議成珪穣

土が，耐火レシガ，保温剤の原材棋あるいはろ過助剤用として採揮されてきた(国中・三

槽.1962;田中ほか， 1963;大西， 1弱4.1965).現在は.加茂から箕捕に至る地域の一部

で，ご〈小規模に露天掘りされているにすぎない.

8.3 黒曜石

島後の加茂.飯田.久見.裾痛かち産出する黒曜石は，石縛時代には矢じりなど石却の

材科として山陰地方から青島内.淑戸内，さらには朝鮮半島や沿海州まで流通していたと

いわれている.縄文時代も山陰地方で石器の材料として利用されている.久見では，現在

でも11栖屑流紋岩中の黒曜岩自破砕岩をわずかながら手掘りして置物やペンダントなど

の装飾品に加工している.規模が小古いので地質固に産地は示していない.

8.4 石材及び砕骨材

島後では，小路周辺に分布する郡層の細粒酸性凝灰岩は，均質で比較的散らか<，加工

しやすいため，宵くから採掘され，石垣，灯館，墓石などに利用されている.また，車E画

岩や玄武岩.安山岩.片麻岩が砕骨材用に採領されている.島前では石材として利用され

ているものはなく.中ノ島海士町で玄武岩を砕骨材周に採取していたが現況は不明であ

る.

8.5 崖崩れ及び地すぺり
島後では.人工密集地である西郷湾周辺と都万旭区に集中して崖崩れが発生している.

その地質的な理由として.前者は更新統の西郷玄武岩と高位段丘分布域に当たり，玄武

岩の風化が著し〈進行しているととや段丘がキャップロックとなっているとと舟噂げら

れる.また後者にあっては都万層砂岩の分布域に当たり，風化による砂岩の脆弱化が原

因となっている.地すべりも多く，島俊北部の大挙山周辺や横尾山南東麗，西郡の油井や

郡久都万.東西Zの犬来や大久では.火山岩などの基盤に重なる向ケ丘届が火山灰質粘土
や有機質粘主をすべり面として繰り返し発生している.島前でも.海士町晶ZA菱浦，
西ノ島町別府西側，知夫星島立ぅr崎などで地すべりが発生している.知夫星島立ヶ崎の

地すべりは.とくに大規模である.

{鹿野和彦}

Geologyof血.e1:2∞'，0∞缶詰oQ回世回gle

τhe 1:200;側匂igoQl臨む祖gleis loca凶面白em血 partof tb.e Oki匂u

也at凶d国 outfro血血e叩 ntinen1ai油.elf0丘仕leShimane Penins凶aand 
割前倒mding首位。ftheSm泊 b別加ce，SW Ja戸且泊duding血.eOki Islando 
a且d由e組組do∞E舵世.velycalled Takeぬ泊Ia.On the weot鋪deof也eOki 
Spur is世leτ'sushimaB錨凪組don血e伺 stside泊血eOkiτ'rough.τ'ak.e 

Shimaisl∞ated on the slope down ω世leT&u他国且Ba血 from也eOkiSpur.
τakest血国ispart of a 1ar冨耳障amount也ath銅 abasal diar田町of40km，
and isωmpo艶dm血 lyof回 chy旬組d仕副主yande園dtehr四f1o'岡 and
pyn刈掴曲cn氾ksofUi缶四IOCA坦eage.τhe Oki Islands ar宅副田!DlIdeup 

m血lyofUlteMi皿:ene旬pleis旬伎町alkali町 1α泊crtX担 τheD匂阻Island

is aLa信組畑町回lderavoJ，回no，姐dLa信組oceneωP1ei由民nevo.岡山
produc匂回附a1a甲町田ofthe Dogo Is1姐d.Ear】yto Midd1e Mi四:enenon-
marineωmari且e艶dimenl旬組d刊凶凶crtX泊町白qlO削泊m叫 erar潤 a

of也蹴i由nds，組d脱出制 ao飢 Nl.:!1勾'eron制 U蜘曾岨es凶血e

shim組ePenins叫&τheyar哩folded姐 dfa叫民din組 ENE-WSW歯切回∞.
P町allelto theα羽stof匂n-inprov泊.ce.τbebaoement of thl回ertX主sindudes 
計画調cωJ町a掴cmigma樹cgnei踊 and0也ergnei冊柵erocks of也eOki 
Me回m四'PhicRocl叫胡乱chare田中岨edon也eD句oIsland and are也凹喝!ht

旬∞闘世知包partof血e節制皿匝cba血血阻t

τheOki匂u泊mainlyω町民dwi曲目d由民ne旬 Ho1ocene配 dimen箇(ω-
UIte Mioce且e旬到iocene田直men個別3)姐 dEai砂 Mioceneω Midd1e
Miocene開dimen1B組d刊 k血 icm融制s仰のareexp<珂ed町田d也eOki 
I由且dsandω血be回 cedω 也.e8E温off也e組泊anepenin叫 &τheEarly 

Mio飽 neω Midd1eMiocene sed旭en包姐dvolc組 icma回泊ls(Nl.:!) are 

folded姐dfau恥ci，姐d由eUIte Mioα泡eto PIi∞ene配d.imen箇(N3)or由p
也edeformed蜘司ta姐 d刷 ckenbasin-ward泊associ説。Inwi也normalfa:ults. 

Agr副司yanom吻 map也at∞時間世lew田町nJapan sea and凹rroun曲 z
are幽副JggI盟箇世田ta grani1ic crust underli四血.eOki Spur and an 0皿anic

crust und町H国也eadjaα国 Tsu由国aBasin but也ecrust type of位leOki 

百四唱.his un也 ar.Local high gravity組 oma1ies町 respond句也eD加盟
Is1and組dDogo Is1組dof也eOki I由且ds，Take shima姐d叫acenttwu 
悶皿叩E風間停回世間与官leh泡hgr副 ty姐 omali四肱ely町周sentshallow-

酷曾ltedhigh-den剖tyma飽d曲，企加1which the m勾盟国sof th剖evoJ，岨且oes

Wぽe船ぽω4

Keywords : Japa且Sea，Oki Isla且.ds，Ti紘eShima， Oki Spur， Shimane 
Penin肌Ia， Oki Metaroorphic Rocks， C担。副caIkali rocks， DO2凹Volcaoo，
E四 logicmap，l・:200，瓜)()-



白血面から観<)

闘伺揖(1961)陣岐片癖掛地域白地質.地学島根， ..，.2. PA-O. 
県い〈子・青木健一郎但町'4)1圃岐島後中村田アルカリ玄武掛中田組普儀費及び脊儀費抽撞掛頼回成困.掛

鉱，岨個， p.l国

国首出血，K... 岨N園田町で白鋭渇K-At咽回ofl国.M<t圃圃>tph!cR出血A血0-7・mo困問鑑団組dOkla肥.. 
1匂圃 BII1lG叫品開』脚色胤17，p.41.()si孟

島組県(1'型訓日〉主泊分蝿基本闘査「胃鶏:J(る万分自1)，島根県，制$
島榎田地すべり語集番員会個目〉島根白地すべり，島組民軍陣

島観県地貧困画集番員会α岨2)島根県地質困G田万分担1)，困土地図憐式会社
島榎県地質困・集轟員会(199'1)斬.島根県地質困~:万分申1)，内外地図様式会噌L

島組県地質困鴨明書‘侮護員会(1'岨母島根県白地質，島0 ，白血
島野安'.'永井茂(191紛日本本紀行ω申困地方自名水地質ニュ-A，DO仮眠p.11-23.
下問忠夫 (t担制帽岐島前群島に畠砂る7)~舟り祖函岩岩脈に前者て{ー).地疎開19， p.351..'l眠

下問忠夫(19l勘}陣健島前群島におけるアルカリ組商岩岩般に蔵書て(::).地球帽t9，p.433-4揖，

下問忠夫(19280)陣岐島町群島における7ル舟り組画岩岩駅に蔵書て巴i地玖鴨乱10，p.5ι幅
下中宏二倒閣}瞳岐島俊南西郁叩地賓と岩石島根大学卒業省丸<<p.

SOIm， y.瓦臼田6)G副曙yo1τolr.18I皿d:erupthe皿d晶R圃世間a1pro<盟国国01.盛岡図面信田軍国凶皿d
明暗"""'.Bw.凪lt>Ia回DI.，・01民;，p庇裕6事在

白血必，~ι(mo)回圃皿国主唱巴岨且四血血巴園陸由 of.b雌皿..ft>眠A嶋崎~晶<.N融担凧胃止'lB，p.臨

田弘

鈴木和博・足立守(1既周回陵島後四飛瞬片廓岩但αma年代 日本地質学会鱒1田年学術大会常憤裏
旨， p.61且

白血必，K.田IdAd副~M目α抽'lMìddle_brim d!酎凶四国.zi1emdare岨世田臨陀白血由皿
Ok全B曙:0181皿d.!'略国.Ih甜叫rn.同Impb幽伽也恩師relali皿 ofboooem皿 z醐・ofSc剤師団
1司園田d松沼皿To市岬蜘恒，開U35，払釘7-2虫色
多井輯郎(t曲6)医院島俊田中新制、璽有坑虫化石静泊費学績紘叫6Z，p.2出泊

多井善郎・劃.道雄(1税ゆ}阻陵島後輩M何回仰帥aとそれに伴う小型有孔虫化石W_日本抽質学会第trr年学
術大会楊漬要旨， p.1'II. 

回糖産且昭・市原価子白崎1)陣般島慢の片麻岩・花闘岩の黒領母にみられるアンモ=ウム骨有量町特飢

泊費苧雑誌咽0197，p.~ 

回結庄且昭・柴田賢・内海麓(1朗自島根県.岡崎島畿の花崎岩姻目地質学樟肱 ... t97， p.~ 

高帽栄一(19750)圃肢島健島に劇河スピネル レルゾライト捕現岩町発見地質学揖陣.mL8l， p.61..<!3. 

高橋!I!-(1針路〉捕彊岩から推定される陣桂島根町地下構造. B本地質学会第但年学術大会揖積要旨，

p.137 

閣岨圃bl.E. (1976) P，蜘同k盟国eIof the田.皿dupper血血目Ioof也eJ"I園間凶"""ara.B凶E
施畑醐Dl.，叫Al，p.5l捨剖S

高額晃・DaD血苛er， R.D.(I'明回目岐片嵐岩申制'Arlヨh却化日本地質学会箆1但年宇宥太舎前副要旨，
p.281. 

高安克己 (t計百~12陸・島笹より東町内動物群申兜見日本地質学会箆輔年学術大会脅積要旨， p.239. 

玉木賢貰・本1!IlIt--画洩異人・西村澗和・村上文敏・宮崎光.・井上E文・井上英三・上岨E人・小野

寺公児U鍵ω日本欄中部構根広:.構底地置園 1:1，000，町田.淘洋地置園，田-15，地買鋼査所，地質国
辱4藁

玉木賢賢-.浅真人・村上文敏(t岨2).岐海峡海底地質園(1目200，訓珂} 海洋地質園，皿.20，地質調査
所，地質国辱昌隆

τ回出.!L(日割:)G叫曙icol曲u品目ぱ也思J司闇Seaaldi価回d皿icimpli国語皿・.B叫 G叫品開J.p醐J
明記L39，思畠畠畠舗，

国中 薗(1979)北瞳・山陰仲目指積盆地申分布と性格ー石油技術也会倍，叫M，p.3(港畠孤

国中薗・4、草欽治(1蝿砂山陰仲に担げる中期中断世以降白構造運動地質学棺It， T乱1!7， p.725-736. 

国中開・昼野光雄(1鰐内陣岐変成岩司5o>Nd年代とそ白地質字的意着 目草地質字会第制年宇術大会副

前要冒， p.'伝記

谷村好祥・斎聾靖二(1輔)阻厳島後由中期中断世初期構成珪葎土，園立科宇博物館専報，叫19，p.'品

54. 
岡山良一・沢岡周弘・山内情書・河村敬寛・村1: 久倒J(4)陣岐島後向車梅田地質:特に後期新生代火山

活動在中心にしτ.日本地質学会第111年学術大会構積要旨集， 1恥肌
TIba， T， (1972)'I1Ioolfo<制・抽出@岨d岨馴岡嶋剖悼瞬跡的制匝副keroc曲師主主加国...()k! IalOI蜘抑制R

A唖輯Aお眠M踊e叫h的制t島崎GIDl.，司t67，o.357-3倒，
千葉と君子(t975l障厳島前田地質.国立科学博物館研究報告"C(地質学'J.司，Ll， p.U7-145. 
TIba， 1:(1官吟M曲岨幽血由酷抽出圃也事Z包町出也戸時曲問金岨目岨岨，()k!凶皿do.BII1l Nt>血sd.

-.  ThtJo. s.. C，刊，l3，p.t.品l4.6.
TIba， T，(1観樹_... lc岨岨ItOJd.D岨.，_M;創他地肱品調lMtIs.， 71均四a回 19，p.II1-27.

千識と君子・金子個行・鹿野和彦側四)捕畑地域白地質.地域地賞。穆報告白万分自1地質岡幅，).地質開

査所， 74p. 

富岡遺(1927a)蝿岐島畿の地質学的並び1:岩石学的研究otー).地質学績拡咽01:u， p..321-3血
富岡遺(t位7b)眠障島後咽地質学的並びに信苦学的研究倶コー地質学織拡咽OU4、P.4D岨ー

富岡連(1928副隠岐島綾田地質学的並び1:岩石学的研究ot~. 地質学績誌咽013主 p剥~

富岡逮(t但晶}蝿帳島後咽地質学的並びに岩石学的研究倶回).地質学雄蔵相il.35， p.51%117_ 

富岡遺(t位制隠岐島健の地質学的並び1:岩石学的研究償却，地質学績由民咽013ι p.町1-600.

奮闘 遺 (t位制隠岐島健の地質学的並び1:岩石学的研究G民六J. 措置学績由民咽1描~ p.l田-206.
奮闘遥(t位制蝿帳島後咽地質学的並びに信者学的研究偶七).地質学雄紘叫36， P.S(臨調1

宮岡 達(t盟副隠岐島径の地質学的並びに岩石学的研究G民八J.措置学揮官民咽0137，p.131-1且
曹因遺(t宮跡)陣健島俊司地質学的並びに結石学的曹関係九〉守地質学雄民病削，7，p.回1る46.

宮岡遺(t留凶陣岐島健司地質学的並び1:岩石学的研究G民，+J地質学揮官t咽1田， p.155-174. 
官同連(t由1b)陣岐島俊の地質学的並びに岩石学的研究G肘 -J 地質学需拡腎0136，凶B.22.2_
官同連(t留10)陣厳島俊の地質学的並びに岩石学的研究偶+二) 地質学樟能咽136， p.41J-431. 

官同連(193!d)陣肢島俊司地質学的並びに結石学的研究供+玉) 地質学績紘咽0136， p.品1-4胃.

宮岡遺(t由10).岐島俊白地質学的並びに岩石学的研究供+岡 地質学館置t.y叫J8， p田副5昌弘.

官回 連(t由10瞳岐島唱島田地質学的並びk岩石学的研究(其+五i地質学線障.OOL3且 p.-'
官回連(t恒制園岐島後四姐質学的並びに岩石牢的研究供+対量質学樟誌叫四"p.149-1布、

官回連(1mb)陣陵島健司地質学的並びに岩石学的研究供.+tJ 地質事権紘刊1視p.197.zt9_

官回連(1:錨制問岐島畿の地質事的並び1:岩石事的研究供十八).描質事樟紘叫鈎"p.5Oloる割田

宮回連(1932d，l陣陵島後四地質学的並びに揖石学的研究供十九}鑑賞学績紘咽1却"p.蜘醐.

官回 連(19鎗母陣岐島後四地質学的並びに岩石学的研究供二十).抽質学館龍， voL39， p目釘~.

'I'bI圃1a，T，(1鏑6)00tbe cl理出叫町田事掴世田・o1lheC凹圏直:01園出副.laof也._J‘皿&・，..，..岨
]to院晶峨噌加jSei.lA戚，岨<1;2，叫1，p.持136.

'I'bI圃1a，T.(l嶋崎G剖'looofD噌叫Okll.olan血!nthe J.開且島a.'"眠晶峨峨剖島1.but， r眠且唄J1.2，p.持
1<1o-

官回 連・宿#栄吾〈却鎚}掛江市付近田中新銀Eついて{特に盤面玄武岩掴の地質時代} 地質学籍陣，

叫.45，凶鈴&2.

鳥居直也(国叫阻岐島俊下部中新勧噛岩綱田変質.島根大学地質学研究報告，同国，p.制曲a

鳥居直也・績回正浩・宥岡英明白描叫蝿厳島後中新鋭の厨序.地識別学，官副l38， P.2I臨岳岨

鳥居直也・曹柑尚久・島回墨陣(1岨011>)阻峻島後下部中新続中Eノジュール状巴産出するワイラカイトー

島根大学地質学研究報告， y叫.3.p.l29-盟7_

τ国血叫rae.T.(1臨，)1'1世田Inarf価値動四噌問。置凶tk:gneIIo.Ok忌E司IOJol岨4幽師団tJ__抽皿
FιE温皿晶血岨醐 u.皿.咽1盟'，p.61&

角替敏昭(旭圃}隠岐片麻告書止地学岡体研究会第包囲雄会見学煉行案内也 p.lQ5.Uι 

τ祖国阻止 Y.，YI品回R皿a， K.， H町Ie， K.， τ』叫a，K.岨d H!d曲..lL~)盟国IMP U-I'b da!Ina' of d<剖困
盛自治副担9町唱団虫・金団n口:昼D唱ror.larul....園陸mJ"I圃Lfi曲館 M'_・tJl曲叫晶:i.，鴨止 101， P. 21島

2岨

堤之事・横山和己・寺田健太郎・日高枠@醐}随陵島後申軍片麻岩咽昌也国陣{t.日本鉱物学会・

日本岩石舷物鉱床学会学衛官積書鴎槙要旨鎮Z阻止 pお邑

内聞直樹儲D国隠岐島健北西且大雄山南方地U峨の地質，島根大学車寮槍又42p目

内田律種(羽田}西ノ島町外援貝振について .岐叩文化財.国.8(1面前申文化財理者情加号)， p.4-9. 

Ucl血 IIU.!.ι(1且却G叫-皿dpetrol岨yo1a1凶inx曲世田nDoao， Oki 181anda/"，"， 11也 Sei.u.也~，

畠町H，鴨止16，p.8s.1田
上田哲雌ー杉山政広臼田0・岐・晶笹田オウナガイ4白石についてー島極大学地質牢研究報告.胃ol3， p.14s. 
1凪

梅原正俊U蝿3)島榎県中斬世植物化石田研究ーと<1:・岐島俊下郁中新等植物I~石についてー 島極大学

卒業論丸 131p.

lJtD， K.U醐 I)No時間叫:oni皿d刷出明沼田11.Japan 国-旬臨暗闇同町圃tof也oJ電皿sea:i旬
曲目岨dapa居 h闘 d皿IW¥rdolill島知h・h晶a.D.7Joa色187p_
lJtD， K.， 1ìbha岨~E.， Nù四四，E.岨dK血田u， I目。輔副G司直司阻loøofolbll刊k圃国n!nO益Doao

M皿d，SoI地w圃 1略国.G開 bemlcal四叫園田ofbu・曲目h晶dto the暗鬼岨曙ofIhe J"I岨 h
G回申眠h帆司凶8，p..必H組

和回積隆・板谷徹丸・宇井忠実(1:抽め阻岐島前岩撮群と丹後半島岩厭群四K-At年代史山田制.35，p.217-
229_ 

山上寓次郎(1朗朗廿寓分ノ一地質圃障陵圃幅および岡地質現明書 属商務省地質調査所， 31p. 

Y岨唱ucJd，Mα輔副petr判R曲噂姐岨館。h血....ba血恒C:IWd皿.lnbu自主rnclao倉田刷出-J.凹乱
M圃.1':皿&刻l，.I!，加国岡u..血，S<<D，C.地唖'"岨.xv.品.163-219_
山本島守・太平寛人U臨時】陣肢島1:分布する時聾山掴眉町フィッション・トラック年代田フィッショシ・

トラックニユ日スレ夕日， no.1.2， p.'百~73

Y田副lIa，K.岨d~岨>&I.T.α醍MllJ.1'b daIIna' of也oOki血出血町悼lcrnclao， Ihe Okl Jola岨.-四t
拘置LG圃晶輔</.. 館，明，128，~_

山内情喜・島前回研白型初園陸島前胃ノ島由中覇畿日本地質学会商1倒年学衛大会副副要旨，p.1岨

山内情喜・三製昂・山本樟ー慮。型倒的島極半島町中新畿 日本地質学会11187，草鎗会・革会見学旅行露両

書第a.出陣

山内情喜・材上久臼償問園陸群島町生い立ちと古地理申霊盟国岐申文化財，no.l6， p_l-~且

山内晴喜・材上久(2007)園陸島聾申段丘について.島根県地字会揖，皿.2， p.31-36. 

山内晴喜・村上久・中山島博U骨@晶極県隠岐郡布施周辺自古第三E陣頭山車贋島極大学地質学研究

報告，田_U，p.81-e& 

山内晴喜・村上久・三嵐良和・篠崎晃・内国置夫・平井取次・守岡慶一・tl倉隆之・片山富樹・星野

充・折構裕二(2∞5).岐・島置で斬たに発見された海底解斬統‘向ケ丘贋. 地理科畢，咽口部，

p.3&岨.

山内情書・村上久・高知畑一・野崎京三(l995)重力異常からみた圃能群島申畠盆構造 島極民地字会民

田 .10，p.25-27_ 

山内情書・野村偉夫・村上 久・石倉広費(~開紛圃厳島輔自属序 日本地質字会第1引時晴大会鴨署需要

冒， p.l!6. 

山内靖喜・援之」ヒー・古阿武夫・村」ヒ久・石倉広典・ 前潰昭生・野村律夫匂飢lO)岡岐島前， 西ノ島市

部層重田中新世貝4目玉.地球耕平"""'54， p.33-位
山内情書・択園周弘・高須晃・小室裕明・村主久・ I}'、林伸治・匝山良一@制9/2010)西郷地域但地

武地域地質事暁報告(5万分自凶質園冊目庫総研地質鋼査盤台センター.1211恥

山崎博史(1輔副阻岐島畿の中新紘島極大地質学研究報告.阻止払町布.

山崎博史(1991)阻岐島_，西舞湾北方自新生昇圃序.地質学纏髄.司t97，I時'17-930.

山崎博史(瑚瞬)島後層群と甫箇肢1J~ジ. 地質学.集.帥，37，跡釘7.，2鉱

山崎博史臼冊。阻厳島後四後鮪新生代櫓積一遺構史と日本梅甫慨における地帯的・構造的起伏起源.広島

大学学枝被曹学部紀要，第E鼠叫2O，p.島国

山崎博史・雁択好博O制措〉阻厳島俊第三JIIi，郡鳳厨および柏井累厨町7ィッygン・トラック年代.地質
学織拡岨具p.61各位2_

山崎博史・下末庖・高安克己(1由。畑厳島後中Ji続調鳳厨と久見掴白眉序聞係回再検討.措置官科学.

耐.45， p.177-l9O. 

Y岨矧圃....y. 岨~A凶a， E(I998}I1田恒岨陶酔e dIat岨副岨圏鞍句旬加血阻曲悶tPa<配置阻nd

J匂樋n.帽也岨凪廿岨w:t面nof∞血 num!措帽金..oelec復調dcli迫田nblol宣町 包阻Lfi曲館 E担割lS且』曜睡.. 

""'1'副団p型臨41(，

山本博文上嶋E人・岸本糟行(脱却}鳥取神海底地貧困(1::IXJi置肪.海持地貧困，国民地質調査所.

地貧困駒車+蹴明叡7p.

矢野寛幸・島回墨郎臼側同属陵島畿新鴛主婦中咽穂綿石，島槙大学地質学研究報傍.鴨訓L3， p.121-lZ8. 

安野敏島匂匝)())島根県隠岐島笹田中新統よ旬発見された漉水魚鶴f白石伸明D.舗#市自然史博物館研究報
伎町"7，p.1-1且
横田E櫓(1掴iI)隠岐島健司珪輔士についτ守島根大学地質学研究報告，回目3， p.l3S-144 
米子工業高等専門学校U岨5)島根県地盤固繍税・資料働 組巴

古谷昭彦・岡崎和紅U由12)・岐・久見地区に発達する粘土f包帯田粘土鉱物一非分散型分析電子回微鏡によ
る観悠一ー鳥取大学叡育学部研究報告〈白保科学:)，叫.31， p.67-83. 

音響層圏量・村上久・池田高明・村上勇二U四3)島根県岡骸郡五筒村甫方地区で由民健コアー由記積鳥
取大学教育学前研究報告(闘鱗桝学)，叫.42， I岬 '-76.

古谷昭彦・祖原撤・村上久U田副.帳・島俊に分布する島俊屑群郡鳳肩田フィッシzン・トラック年
代値につHて.島取大学教育学稼研究報告(自然科学')， 咽U4，p.91-101 

平成22年2月23日印刷
平成22年2月26日発仔
著作権所有・発行者 許可なく複製を禁ずる

独立行政法人

産業技術総合研究所地質調査総合センター
干305-8567茨減県つくば市東1丁目1番地1
TEL (029) -861-3606 

GEOLOGICAL SURVEY OF JAPAN， AIST@2010 


